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【特集】第 32回国際労働問題シンポジウム

ILO（国際労働機関）と日本
―100 年の歴史と仕事の未来

特集にあたって

　本特集は，第 32 回国際労働問題シンポジウムの記録である。1987 年から毎年行っている本シン
ポジウムは，原則として，その年の ILO総会の議題のなかから，日本との関係でとくに重要な議
題をテーマとして取り上げてきた。第 32 回にあたる 2019 年は，ILO創立 100 年，大原社会問題研
究所創立 100 年の記念すべき年にあたることから，例年とは趣向を変え，ILOと日本の 100 年の歴
史を振り返り，仕事の未来を展望するシンポジウムとした。場所も東京から離れて，大原社会問題
研究所の創立の地である大阪にて，開館 101 周年を迎えた大阪市中央公会堂を会場に開催した。
　例年のシンポジウムでは，厚生労働省，連合，経団連に，政労使の立場からのご報告を依頼してい
る。今回は大阪労働局，連合大阪，関西経済連合会に広報その他でお世話になり，大阪府社会保険労
務士会にも多大なご協力をいただいた。また本誌で記録は掲載していないが，エル・ライブラリー
（大阪産業労働資料館）の谷合佳代子館長には，大阪市中央公会堂の会場紹介として，中之島と大阪
の社会運動の歴史をご紹介いただいた。129人の参加者とともに両機関の創立100周年を記念する充
実したシンポジウムを開催できたことに対して，すべての関係者の方々に心よりお礼を申し上げたい。
� （藤原千沙）　

ILO（国際労働機関）と日本―100 年の歴史と仕事の未来

　　　主催　法政大学大原社会問題研究所／ ILO駐日事務所
　　　後援　日本 ILO協議会
　　　日時　2019 年 11 月 11 日（月）13 時 30 分～ 16 時 30 分
　　　会場　大阪市中央公会堂　中集会室

プログラム

主催者代表挨拶� 鈴木玲（法政大学大原社会問題研究所所長）
第 108 回 ILO創設 100 周年記念総会について� 田口晶子（ILO駐日代表）
基調講演「ILOと日本」� 吾郷眞一（立命館大学衣笠総合研究機構教授／九州大学
� 名誉教授／ ILO条約勧告適用専門家委員会委員）
個別報告「ILO第 1号条約と労働時間問題」� 石井聡（近畿大学経済学部教授）
　　　　「国際労働会議代表問題と大原社会問題研究所」�榎一江（法政大学大原社会問題研究所教授）
会場紹介「中之島から始まった大阪の社会運動」� 谷合佳代子（エル・ライブラリー館長）
パネルディスカッション� モデレーター：田口晶子（ILO駐日代表）

（司会：藤原千沙（法政大学大原社会問題研究所教授））
� （注）肩書は 2019 年 11 月現在
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